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「アトピー 性皮膚炎」
経緯：
研究所の将来計画検討委員会では，各部門が協力し，統一テーマで和漢薬（漢方方剤，漢方薬）の研究を推
進する討議を始めた。小委員会を形成し検討した結果，「アトピー性皮膚炎」を取り上げることになった。平
成10(1998）年度から，病態生化学，細胞資源工学（現・薬物代謝工学），化学応用，資源開発の4部門で研究
に着手した。平成12(2000）年度から臨床利用部門も参画し， 5部門が協同して研究を進めているO
研究資源（人，物，金）は原則として各部門で負担している。なお，所長のリーダーシップ経費および，学
長裁量経費に応募し採択された「教育研究学内特別経費」で補充している。
研究は，病態生化学部門において開発された IgE介在性の 3相性皮膚反応モデル（TaharaE.,et al.: 
Allergology Internαtional, 48: 265-273, 1999）を基本としているO この系を用いで漢方方剤の活性を評価
し，水煎エキスを出発点として作用成分を解析する。和漢薬研究所オリジナルの新処方を考案することを目指
している。
2001年度の活動：
実験に用いたマウス IgE介在性の3相性皮膚反応は，人のアトピー性皮膚炎の病態を反映するモデルであるO
とくに3相目の炎症（verylate phase reaction: vLPR）を抑制する西洋薬はステロイド剤のみであり雪この
炎症を抑制する漢方方剤が期待されている。すでに25種類ほどの漢方方剤の中から 5種類の方剤に絞り込み，
作用成分の探索段階に進んでいるo 5種類の方剤は，小青竜湯，治頭痛一方，桃核承気湯，当帰飲子，白虎加
人参湯である。
2001年度にはこれらを原著論文に仕上げ，当帰飲子の作用成分に関してを学会発表のレベルまで進捗した。
また，統一テーマに関連する研究の進捗も見られた。これらの業績を下記に記載する。
原著：
1. Watanabe S., Doshi M., Akimoto K., Kiso Y. and Hamazaki T.: Suppression of platelet-activating factor gen-
eration and modulation of arachidonate metabolism by dietary enrichment with (n-9) eicosatrienoic acid or 
docosahexaenoic acid in mouse peritoneal cels. Prostaglandins and other Lipid Mediαtors: 66: 109・120,2001.
2 . Tatsumi T., Yamada T., Nagai H., Terasawa K., Tani T., Nunume S. and Saiki I.,: A Kampo formulation: 
Byakko・ka-ninjin-to(Bai-Hu-Jia-Ren-Sheng-Tang) inhibits IgE-mediated triphasic skin reaction in mice: The 
role of its constituents in expression of efficacy. Biol. Pharrn. Bull., 24 (3): 284・290,2001 
3. Tah訂aE., Wu W., Satoh T., Yamada T., Kurosaki I., Nagai H., Terasawa K. and Saiki I.: Psychosocial stress 
enh組 cesIgE-mediated triphasic cutaneous reaction in mice: antagonism by Yokukan-san (a Kampo medi-
cine) and diazepam. Allergology International, 50: 211・222,2001. 
総説：
1.巽武司，寺津捷年，済木育夫：マウスIgE介在性三相性皮膚反応、に及ぼす強力ミノファーゲンシーの
効果， MinophαgenMedical Review, 46: 353-356, 2001. 
学会報告：
1.道志勝，渡辺志朗，浜崎智仁，秋元健吾，木曽良信：ミード酸含有脂質の給餌がマウス腹腔細胞の血小
板活性化因子（PAF）産生に及ぼす影響：日本薬学会121年会， 2001,03, 28-30，札幌
2.済木育夫：シンポジウム「アレルギー疾患と漢方療法」，精神的ストレスによるアレルギー疾患の増悪
と漢方薬による改善，第18回日本小児東洋医学会， 2001,05. 19，仙台．
3.幸田恭治，手塚康弘，巽武司，済木育夫，門田重利：マウス IgE介在性3相性皮膚反応モデルを用い
た当帰飲子の抗アレルギー活性成分の研究，第18回和漢医薬学会総会， 2001,08/18-19，富山市．
4.済木育夫：特別講演「漢方製剤のアレルギー性疾患治療への応用，一基礎からの提言一」，第19回日本
小児東洋医学会， 2001,09. 22，東京．
以上（文責：資源開発部門・総）
